
 

 学校の給食では、定期的に熊本県内の各地域にちなんだ献立を出していただいています。

私も、これをとても楽しみにしています。県内各地のことを知ることができるばかりでは

なく、その土地に思いをはせながらいただくことができるからです。６月は、１９日（金）

に、お隣の八代地区にちなんだ給食をいただきました。メニューは、「牛乳、麦ご飯、はる

さめスープ、ちくわの磯辺揚げ、きゅうりとトマトの 

さっぱり和え」でした。今月の献立予定表にも記載し 

てありますが、八代は日奈久ちくわ、温暖な気候と広 

大な干拓地を生かしたトマトの栽培等が有名です。今 

回も、それらの特産物を生かしたおいしい給食でし 

た。次はどこの地域か楽しみです。 
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「ふるさとくまさんデー」 
～ 八代地区の紹介メニュー ～ 

 5年生が田植え体験をしました！  
～ 那須農園様のご協力のもと ～ 

 いつも栽培活動等でお世話になっている那須様のことは、このお便りでもたびたびご紹介させていた

だきました。今回、田植えの体験にお声かけをいただき、ＰＴＡとの共催行事として５年生の希望者を

対象に実施しました。（５年生では稲の学習をします。多くの学校で、５年生時に田植えや稲刈りの体

験を実施しています）今回は保護者の皆様も含め、３０人ほどが参加させていただきました。 

 場所はうきうきロードと３号線バイパスの交差点から、やや熊本市寄りの水田。この時期は、どこの

水田も田植えのために水が張られ、とても美しい風景が見られます。ご承知のとおり、お米を育てるに

は多くの人手と労力、時間を要します。生産者の方々の思いを知ること、実際に田植えを体験すること

によって食べ物の大切さを実感することにもつながるよい機会でした。 

 ６月２１日（日）の当日は曇りとなり、活動するにはちょうどいいお天気となりました。やる気満々

の子供たちは、最初はおそるおそるという様子でしたが次第に慣れ、土に足を取られては、楽しそうな

歓声があがっていました。昔は機械もなく、人の手だけで行われていたと思うと気が遠くなりそうで

す。準備やお世話をしてくださった那須農園様、本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

  

水が張られ、鏡のよ

うに美しい水田。 

これから田んぼの中に入り

ます。おそるおそる足をつ

けています。 

どんどん作業に慣れてきた頃。

上手に移動しては苗を植えてい

きます。 
那須様からは、お土産までい

ただきました！ 

最後に、子供たちから体験の

感想を述べていきました。 


